
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2002－345819
(P2002－345819A)

(43)公開日 平成14年12月3日(2002.12.3)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �A�6�1�B  8/12    

// �G�0�1�N 29/24    504

   � � � �  29/28    

   �A�6�1�B  8/12    

   �G�0�1�N 29/24    504

   � � � �  29/28    

�2�G�0�4�7

�4�C�3�0�1

審査請求 未請求 請求項の数 2ＯＬ（全 6 数）

(21)出願番号 特願2001－154373(P2001－154373)

(22)出願日 平成13年5月23日(2001.5.23)

(71)出願人 000000376

オリンパス光学工業株式会社

東京都渋谷区幡ヶ谷2丁目43番2号

(72)発明者 福田 宏

東京都渋谷区幡ヶ谷2丁目43番2号  オリン

パス光学工業株式会社内

(72)発明者 大村 正由

東京都渋谷区幡ヶ谷2丁目43番2号  オリン

パス光学工業株式会社内

(74)代理人 100076233

弁理士 伊藤 進

最終頁に続く

(54)【発明の名称】 超音波プローブ及び超音波内視鏡

(57)【要約】
【課題】  揮発による超音波伝達媒体の減少を最小限に
抑え、且つ超音波減衰の少ない超音波プローブ及び超音
波内視鏡を実現する。
【解決手段】  超音波プローブ１は、超音波探触子５を
内蔵した先端部２を有する可撓性のシース３と、このシ
ース３の基端側に連設し、前記超音波探触子５を駆動す
る超音波観測装置に接続するためのコネクタ４とから主
に構成される。前記先端部２は、前記超音波探触子５で
送受波される超音波を透過する音響放射窓３ｂをシース
先端部に有している。前記超音波探触子５は、ハウジン
グ６に接着固定されている。このハウジング６は、回動
又は揺動自在なシャフト７の先端に設けられている。前
記シース３の内部は、前記超音波探触子５と前記音響放
射窓３ｂとの間に充満されるように、脂肪酸グリセライ
ドを主成分とするオイルから形成される超音波伝達媒体
１０を満たしている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内蔵した超音波探触子を機械的に回動又
は揺動させ、生体に接触する音響放射窓を介して超音波
を走査することで超音波断層像を得る超音波プローブに
おいて、
前記超音波探触子と前記音響放射窓との間に充満される
超音波伝達媒体として、脂肪酸グリセライドを主成分と
するオイルを用いたことを特徴とする超音波プローブ。
【請求項２】  先端部に内蔵した超音波探触子を機械的
に回動又は揺動させ、生体に接触する音響放射窓を介し
て超音波を走査することで超音波断層像を得る超音波内
視鏡において、
前記超音波探触子と前記音響放射窓との間に充満される
超音波伝達媒体として、脂肪酸グリセライドを主成分と
するオイルを用いたことを特徴とする超音波内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、（医療用）超音波
観測装置に接続される超音波プローブ及び超音波内視鏡
に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、医療分野において、超音波プロー
ブや超音波内視鏡は、広く用いられている。これら超音
波プローブや超音波内視鏡は、（医療用）超音波観測装
置に接続されて用いられる。これら超音波プローブや超
音波内視鏡は、内蔵した超音波探触子を機械的に回動又
は揺動させ、超音波を走査することで超音波断層像を得
ている。
【０００３】上記超音波プローブは、超音波を送受波す
る超音波探触子をシースに内蔵している。一方、上記超
音波内視鏡は、挿入部先端部本体に設けた音響放射窓と
しての先端キャップに上記超音波探触子を内蔵してい
る。そして、これら超音波プローブや超音波内視鏡は、
上記超音波探触子を内蔵しているシースや先端キャップ
内を超音波伝達媒体で満たしている。
【０００４】上記従来の超音波プローブや超音波内視鏡
は、生体に対して毒性の少ない流動パラフィンや水、カ
ルボキシルメチルセルロース（ＣＭＣ）水溶液等が超音
波伝達媒体として用いられていた。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記従
来の超音波プローブや超音波内視鏡は、上記流動パラフ
ィンや水、カルボキシルメチルセルロース（ＣＭＣ）水
溶液等の超音波伝達媒体を用いると以下に記載するよう
な問題があった。上記従来の超音波プローブや超音波内
視鏡は、超音波伝達媒体として水もしくはカルボキシル
メチルセルロース（ＣＭＣ）等の水溶液を用いた場合、
水溶液の揮発による媒体の経時的な減少があり、定期的
に超音波伝達媒体を補充する必要があった。
【０００６】一方、これに対して、上記従来の超音波プ
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ローブや超音波内視鏡は、超音波伝達媒体として粘度７
０mm２／s程度の流動パラフィンを用いた場合、水溶液
の揮発による超音波伝達媒体の経時的な減少は少なくな
る。しかしながら、上記従来の超音波プローブや超音波
内視鏡は、１０ＭＨｚ以上の高周波超音波探触子を内蔵
している場合、上記流動パラフィンを用いていると、こ
の流動パラフィン中での超音波減衰が大きく、十分な特
性を得ることが困難であった。
【０００７】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
で、揮発による超音波伝達媒体の減少を最小限に抑え、
且つ超音波減衰の少ない超音波プローブ及び超音波内視
鏡を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するた
め、請求項１に記載の本発明は、内蔵した超音波探触子
を機械的に回動又は揺動させ、生体に接触する音響放射
窓を介して超音波を走査することで超音波断層像を得る
超音波プローブにおいて、前記超音波探触子と前記音響
放射窓との間に充満される超音波伝達媒体として、脂肪
酸グリセライドを主成分とするオイルを用いたことを特
徴としている。また、請求項２に記載の本発明は、先端
部に内蔵した超音波探触子を機械的に回動又は揺動さ
せ、生体に接触する音響放射窓を介して超音波を走査す
ることで超音波断層像を得る超音波内視鏡において、前
記超音波探触子と前記音響放射窓との間に充満される超
音波伝達媒体として、脂肪酸グリセライドを主成分とす
るオイルを用いたことを特徴としている。この構成によ
り、揮発による超音波伝達媒体の減少を最小限に抑え、
且つ超音波減衰の少ない超音波プローブ及び超音波内視
鏡を実現する。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら本発明
の実施の形態について説明する。
（第１の実施の形態）図１及び図２は本発明の第１の実
施の形態に係わり、図１は本発明の第１の実施の形態の
超音波プローブの外観図、図２は図１の超音波プローブ
の先端部を示す断面図である。本実施の形態では、（医
療用）超音波観測装置に接続され、経内視鏡的に用いら
れる超音波プローブについて説明する。
【００１０】図１に示すように超音波プローブ１は、後
述の超音波探触子を内蔵した先端部２を有するポリアミ
ドエラストマで形成された可撓性のシース３と、このシ
ース３の基端側に連設し、前記超音波探触子を駆動する
図示しない超音波観測装置に接続するためのコネクタ４
とから主に構成される。尚、前記超音波プローブ１は、
例えば図示しない内視鏡の処置具挿通用チャンネルに挿
通されることで、体腔内に挿入されて経内視鏡的に用い
られるものである。また、前記シース３は、ポリアミド
エラストマで形成されているが、前記シース３をポリメ
チルペンテン、ポリアミドエラストマ、ポリウレタン、
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ポリ弗化エチレン、ポリエチレン等で形成しても良い。
【００１１】図２に示すように前記超音波プローブ１
は、超音波を送受波する超音波探触子５を前記先端部２
に内蔵して構成されている。前記先端部２は、前記超音
波探触子５で送受波される超音波を透過するための音響
放射窓３ｂをシース先端部に形成している。
【００１２】前記超音波探触子５は、圧電振動子５ａの
前面にエポキシ樹脂製の音響レンズ５ｂと、背面にフェ
ライトゴム製のパッキング層５ｃとが形成されて構成さ
れている。そして、この超音波探触子５は、ハウジング
６に接着固定されている。このハウジング６は、回動又
は揺動自在なシャフト７の先端に設けられている。ま
た、前記シャフト７の前記超音波探触子５近傍には、前
記シース３の内径とほぼ等しい外径の気泡トラップ８が
配置されている。
【００１３】前記超音波探触子５は、図示しないが圧電
振動子の両面に信号電極が形成されている。前記音響レ
ンズ５ｂ面側に設けられた信号電極は、前記シャフト７
を挿通している図示しない同軸ケーブルのグラウンド線
に電気的に接続されている。一方、前記バッキング層５
ｃ側の信号電極は、前記同軸ケーブルの信号線に電気的
に接続されている。これら同軸ケーブルの他端は、前記
コネクタ４に接続され、前記超音波観測装置に接続され
るようになっている。
【００１４】そして、前記超音波プローブ１は、前記コ*
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*ネクタ部４を前記超音波観測装置に接続し、該超音波観
測装置を操作することで、前記超音波探触子５が機械的
に回動又は揺動されて超音波を走査し、超音波断層像を
得ることができるようになっている。
【００１５】前記シース３の内部は、前記超音波探触子
５と前記音響放射窓３ｂとの間に充満されるように超音
波伝達媒体１０を満たしている。従来の超音波伝達媒体
は、水やカルボキシルメチルセルロース（ＣＭＣ）等の
水溶液に対して揮発による経時的な減少が少ない流動パ
ラフィンが広く用いられていた。
【００１６】しかしながら、従来の超音波伝達媒体は、
シース内に１０ＭＨｚ以上の高周波で駆動される超音波
探触子５を内蔵している場合、上記流動パラフィンを用
いていると、この流動パラフィン中での超音波減衰が大
きく、十分な特性を得ることが困難であった。
【００１７】そこで、本実施の形態の超音波プローブ１
は、脂肪酸グリセライドを主成分とするオイルから形成
される超音波伝達媒体１０を用いている。表１に超音波
伝達媒体として、上記脂肪酸グリセライドを主成分とす
るオイル、従来の流動パラフィンをシース内に満たした
際の密度、音速及び超音波減衰率を示す。尚、この超音
波減衰測定は、超音波探触子を中心周波数が５ＭＨｚの
高周波周波数で駆動して行っている。
【００１８】
【表１】

表１に示すように上記脂肪酸グリセライドを主成分とす
るオイルを超音波伝達媒体として用いた場合、従来の流
動パラフィンを用いた場合に比較して、超音波減衰率が
約１／４倍に減少する。尚、中心周波数が１０ＭＨｚ以
上の高周波周波数で駆動される場合でもほぼ同様であ
る。
【００１９】この結果、本実施の形態の超音波プローブ
１は、超音波探触子５とシース３との間を満たす超音波
伝達媒体１０として、脂肪酸グリセライドを主成分とす
るオイルを用いることにより、従来の流動パラフィンで
は超音波減衰の大きく深達度不足が問題となっていた１
０ＭＨｚ以上の超音波プローブにおいても、十分な深達
度を確保しながら揮発による超音波伝達媒体の補充の手
間を省くことができる。
【００２０】これにより、本実施の形態の超音波プロー
ブ１は、超音波特性を劣化されることなく、超音波伝達
媒体の経時的な減少を抑え定期的な補充無しに長期間に
わたって安定に使用することができる。
【００２１】尚、本実施の形態では、経内視鏡的に用い

られる超音波プローブ１について本発明を適用して構成
しているが、本発明はこれに限定されず、経内視鏡的で
なく、直接、生体に対して外科的に用いられる超音波プ
ローブに対し、本発明を適用して構成しても構わない。
その場合、超音波プローブは、必ずしも超音波探触子を
シース先端部に内臓する必要がなく、超音波探触子をシ
ース内部の所定位置に設けて構成しても良い。
【００２２】（第２の実施の形態）図３及び図４は本発
明の第２の実施の形態に係わり、図３は本発明の第２の
実施の形態の超音波内視鏡の外観図、図４は図３の超音
波内視鏡の先端部を示す断面図である。上記第１の実施
の形態では、（医療用）超音波観測装置に接続される超
音波プローブ１に本発明を適用して構成しているが、本
第２の実施の形態では（医療用）超音波観測装置に接続
される超音波内視鏡に本発明を適用して構成する。
【００２３】図３に示すように超音波内視鏡１１は、先
端側に超音波探触子１２を内在して体腔内へ挿入される
細長の挿入部１３と、この挿入部１３の基端部に連設さ
れた操作部１４とを備えて構成される。前記挿入部１３



(4) 特開２００２－３４５８１９

10

20

30

40

50

5
は、前記超音波探触子１２及び後述の撮像装置を内蔵す
る硬質の先端部１５と、この先端部１５に連設される湾
曲自在の湾曲部１６と、この湾曲部１６に連設される可
撓性を有する可撓管部１７とから構成されている。
【００２４】前記操作部１４は、前記挿入部１３側より
順に把持部１８と、この把持部１８に連設する主操作部
１９と、この主操作部１９に連設する副操作部２０とか
ら構成される。前記把持部１８は、この前端付近に図示
しない処置具を挿入する処置具挿入口２１が設けられて
いる。この処置具挿入口２１は、その内部において処置
具挿通用チャンネル（図示せず）と連通している。
【００２５】前記主操作部１９は、この側面から可撓性
を有するユニバーサルコード２２を延出している。この
ユニバーサルコード２２は、端部にスコープコネクタ２
３が設けられている。このスコープコネクタ２３は、図
示しない光源装置と着脱自在に接続される光源コネクタ
部２３ａと、図示しないビデオプロセッサと着脱自在に
接続される電気コネクタ部２３ｂとが設けられている。
【００２６】また、前記主操作部１９は、湾曲操作ノブ
２４が設けられている。この湾曲操作ノブ２４は、湾曲
操作されることにより前記湾曲部１６を湾曲できるよう
になっている。また、前記主操作部１９は、吸引を行う
吸引ボタン２５と、この吸引ボタン２５の基端付近から
突出するように吸引口金２６とが設けられている。前記
吸引口金２６は、図示しないチューブを介して吸引機に
接続される。前記吸引口金２６は、前記吸引ボタン２５
が操作されることにより、前記挿入部１３を挿通する吸
引チャンネル（不図示）に連通し、前記先端部１５の図
示しない先端開口から体液などを吸引することができ
る。
【００２７】また、前記主操作部１９は、送気・送水操
作を行うための送気・送水釦２７が設けられている。前
記送気・送水釦２７は、押下操作されることにより、挿
入部を挿通する送気送水チャンネル（不図示）に連通
し、液体供給源からの液体又は気体供給源からの気体を
前記先端部１５に供給することができる。
【００２８】前記副操作部２０は、この側面から可撓性
を有する超音波コード２８を延出している。この超音波
コード２８は、端部に超音波コネクタ２９が設けられて
いる。この超音波コネクタ２９は、図示しない超音波観
測装置に接続されるようになっている。
【００２９】前記副操作部２０は、前記超音波探触子１
２を回動駆動するモータ（不図示）及びこのモータによ
り回動駆動される前記超音波探触子１２の回転角を検出
するエンコーダ（不図示）で構成される図示しない駆動
装置が内蔵されている。前記駆動装置は、前記主副操作
部１９、２０及び前記挿入部１３を挿通する図示しない
可撓性シャフトを介して、前記挿入部先端部１５の長手
軸方向と垂直なラジアルの回動を前記先端部１５に伝達
するようになっている。尚、前記主副操作部９、１０
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は、超音波画像や内視鏡光学画像を静止したり、写真を
撮るためのリモートスイッチ３０が複数個設けられてい
る。
【００３０】図４に示すように前記先端部１５は、この
先端部を構成する硬質の先端部本体３１が設けられてい
る。この先端部本体３１は、この先端側に円筒状でその
先端を半球状にした音響放射窓としての先端キャップ３
２に覆われている。
【００３１】この先端キャップ３２の内部は、前記先端
部本体３１にハウジング３３が固定されるようになって
いる。このハウジング３３は、前記超音波探触子１２を
内蔵する超音波走査ユニット３４を構成している。前記
先端キャップ３２の内部は、超音波伝達媒体３５で満た
されるようになっている。
【００３２】前記先端部本体３１は、内視鏡光学系とし
て先端斜面部に照明光学系を構成する照明レンズ３６や
観察光学系を構成する対物レンズ３７が斜め前方に向け
て設けられている。前記照明レンズ３６の基端側は、前
記光源装置からの照明光を伝送する図示しないライトガ
イドの出射端側が配設されている。前記照明レンズ３６
は、前記ライトガイドからの照明光を拡開して斜め前方
の被写体を照明するようになっている。
【００３３】また、前記対物レンズ３７の基端側は、こ
のレンズの結像位置に図示しない撮像装置が配置され
る。この撮像装置は、前記対物レンズ３７で結像された
被写体の光学像を撮像して得た撮像信号を図示しないビ
デオプロセッサに出力するようになっている。このビデ
オプロセッサは、撮像信号を信号処理して得た映像信号
を図示しないモニタに出力して、このモニタに内視鏡光
学画像を表示させるようになっている。
【００３４】前記照明レンズ３６の右隣は、内視鏡検査
時に前記対物レンズ３７の汚れを洗浄するための洗浄ノ
ズル３８が設けられている。この洗浄ノズル３８は、前
記送気送水チャンネルを介して前記液体供給源からの液
体を供給するようになっている。
【００３５】また、前記対物レンズ３７の右隣は、前記
処置具挿通用チャンネルの先端側開口３９が形成されて
いる。前記処置具挿入口２１から挿入される処置具（不
図示）は、前記処置具挿通用チャンネルの先端側開口３
９から処置具先端側を突出させ、穿刺や生検等の処置を
行えるようになっている。
【００３６】本第２の実施の形態の超音波内視鏡１１
は、上記第１の実施の形態と同様に脂肪酸グリセライド
を主成分とするオイルから形成される超音波伝達媒体３
５を用いている。この結果、本第２の実施の形態の超音
波内視鏡１１は、上記第１の実施の形態と同様な効果を
得ることができる。
【００３７】尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに
限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲
で種々変形実施可能である。
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【００３８】［付記］
（付記項１）  内蔵した超音波探触子を機械的に回動又
は揺動させ、生体に接触する音響放射窓を介して超音波
を走査することで超音波断層像を得る超音波プローブに
おいて、前記超音波探触子と前記音響放射窓との間に充
満される超音波伝達媒体として、脂肪酸グリセライドを
主成分とするオイルを用いたことを特徴とする超音波プ
ローブ。
【００３９】（付記項２）  先端部に内蔵した超音波探
触子を機械的に回動又は揺動させ、生体に接触する音響
放射窓を介して超音波を走査することで超音波断層像を
得る超音波内視鏡において、前記超音波探触子と前記音
響放射窓との間に充満される超音波伝達媒体として、脂
肪酸グリセライドを主成分とするオイルを用いたことを
特徴とする超音波内視鏡。
【００４０】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、揮
発による超音波伝達媒体の減少を最小限に抑え、且つ超
音波減衰の少ない超音波プローブ及び超音波内視鏡を実
現できる。 *
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*【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の超音波プローブの
外観図
【図２】図１の超音波プローブの先端部を示す断面図
【図３】本発明の第２の実施の形態の超音波内視鏡の外
観図
【図４】図３の超音波内視鏡の先端部を示す断面図
【符号の説明】
１        …超音波プローブ
２        …先端部
３        …シース
３ｂ      …音響放射面
４        …コネクタ部
５        …超音波探触子
５ａ      …圧電振動子
５ｂ      …音響レンズ
５ｃ      …パッキング層
６        …シャフト
８        …気泡トラップ
１０      …超音波伝達媒体

【図１】 【図２】
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